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	　　　　　　　　　　　　千葉市でＡ型肝炎食中毒発生
１月２８日に千葉市保健所が寿司店を原因とするＡ型肝炎食中毒が発生したと公表しました。事例が少ない食中毒ですので、千葉市の公表と新聞報道をまとめ、発生原因と対策を述べます。なお、調理従事者からもＡ型肝炎ウイルスが検出されており、調理従事者からの二次感染が疑われます。
１．1月28日千葉市保健所の公表概要

平成23年1月21日（金）から27日（木）にわたり複数の市内医療機関からＡ型肝炎発生届が千葉市保健所にあった。発生年月日は1月8日
調査の結果、患者14名（22歳から66歳、入院14名）が、同じ市内飲食店を利用していることが判明した。
患者に共通する食事は当該飲食店が平成22年11月下旬から12月中旬にかけて調理、提供した食事に限られている。患者及び調理従事者の便からＡ型肝炎ウイルスが検出された。

主な症状は発熱、倦怠感、黄疸
２．新聞報道を参考に追加（千葉日報ほか）

　　飲食店はチェーンの回転寿司店。

　　同市在住の男女3名が1月8日に発症、診察した医療機関の報告で発覚した。調理従事者2名からもＡ型肝炎ウイルスを検出。1名は12月に入院していた。同市は二次汚染の可能性もあるとみている。

３．Ａ型肝炎とは

　　Ａ型肝炎ウイルスによる経口感染。

潜伏期間は15～50日間。

主症状は発熱、食欲不振、嘔吐、倦怠感、黄疸、風邪の症状とみわれる場合がある。

一過性の急性肝炎ではあるが、肝機能の回復には4〜8週間が必要とされる。

慢性症状に移行することは少なく、治癒後に強い免疫が残される。
　　原因食品は貝類、感染者の調理品（糞口感染）、飲用水（我が国では少ない）

４．今回の発生原因（個人的な意見）

　　次の理由から、調理従事者からの二次感染の可能性が高いと考えます。

　　①調理従事者からＡ型肝炎ウイルスが検出されています。
　　②11月下旬から12月中旬と、患者の当該飲食店での摂食期間が長いです。

③チェーン店であり、他店へも同一の仕入れ品が納品されていると考えられるが、現在のところ他店からのＡ型肝炎食中毒の報道が見られません。

５．集団発生防止のための食品関係施設における対策

　　①調理従事者の日頃からの手洗いの励行、特に用便後の手洗いの徹底が重要です。ノロウイルス対策と同様に、石けんを使いもみ洗い。その後、アルコール消毒をしてください。（感染者の糞便に含まれるＡ型肝炎ウイルスが調理品が汚染し、それを摂食することによる感染が一番多いと考えられます。）

　　②貝類の加熱、特に輸入貝類には注意が必要と考えます。
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